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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 
　実習企業・機
関 

株式会社こころね 

実習期間  令和　　2　年　　2　月　　17　日　～　令和　  2　年  　2   月 　21　日 
学生氏名  石垣陽奈子 
実習プログラム  ～2 月 17 日（月）～ 

10 時 00 分 職員・利用者さんへ自己紹介 
 20 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り・体験 
11 時 30 分 社長からの説明を受ける 
12 時 00 分 利用者さんと昼食 
13 時 00 分 社長から午後の予定について説明を受ける 
 30 分 社長に同行、庄内障害者就業・生活支援センター「かでる」での会議見学 
15 時 00 分 社長に同行、山容病院での区分調査の見学 
16 時 00 分 日誌記入 
17 時 00 分 終了 
 
～2 月 18 日（火）～ 
10 時 20 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り 
11 時 00 分 社長のお話を聞く 
 30 分 利用者さんとお話をする 
12 時 00 分 利用者さんと昼食 
13 時 00 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り 
 30 分 就労継続支援 B 型しろくまへ移動 
 40 分 お掃除の見学（しろくま） 
14 時 00 分 利用者さんとお話をする（しろくま） 
 30 分 2 回目のお掃除の見学（しろくま） 
 利用者さんのバスボム作り作業の見守り・体験（しろくま） 
 利用者さんとお話をする（しろくま） 
16 時 00 分 日誌記入 
17 時 00 分 終了、多機能型事務所くじらへ戻る 
 
～2 月 19 日（水）～ 
10 時 20 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り 
11 時 20 分 社長のお話を聞く 
利用者さんとお話をする 
12 時 00 分 利用者さんと昼食 
13 時 00 分 利用者さんの自由時間、利用者さんとお話をする 
14 時 00 分 日記記入 
15 時 00 分 利用者さんの受診に同行、駅前メンタルクリニックへ 
18 時 00 分 終了 
 
～2 月 20 日（木）～ 
10 時 20 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り 
11 時 20 分 利用者さんの自由時間、利用者さんとお話をする 
12 時 00 分 利用者さんと昼食 
13 時 00 分 利用者さんの自由時間、映画を見る 
15 時 00 分 グループホームくらげへ移動 
 七窪思恩園の職員さんとの話し合い見学（くらげ） 
16 時 30 分 多機能型事務所くじらへ移動、日記記入 
17 時 30 分 終了 



 
～2 月 21 日（金）～ 
10 時 20 分 利用者さんのバスボム作り作業の見守り 
11 時 20 分 利用者さんの自由時間、利用者さんとお話をする 
12 時 00 分 利用者さんと昼食 
13 時 00 分 利用者さんの自由時間、利用者さんとお話をする 
14 時 30 分 鶴岡市の生活介護事業所のぞみの家へ移動 
 個別計画モニタリングの見学 
16 時 30 分 日記記入 
18 時 00 分 インターンシップの総括 

学び・気づき 
（300字程度） 

実習を通して、地域社会と障がい者福祉は必ずしも密接でなければいけないとい
う訳ではなく、見守るという形だけでも障がい者の自立を支えることができて、
むしろ平穏なごく普通な生活を望んでいるならば、福祉的な関わり合いは控え、
無理に干渉しない方がいいのではないかと私は思った。 
私たちは、助けを求めらた時、あるいは明らかに困っているときに助けてあげ 

ればいい。障がい者が自立した日常的な生活を送れるようになるためには、手助
けするだけでは駄目で、自分で苦手なことができるようになる為の練習が必要で
あり、支援者・地域はその成長を見守ること自体が支援になると学んだ実習だっ
た。 

今後に向けた 
抱負 
（200字程度） 

今回の実習で、自分がどんな人間なのか自己覚知することができた。 
失敗や自己覚知出来た点から、自分がどんな人間でどんなミスを犯しやすいかを
知り、3 年時の社会福祉士の実習では、インターンシップで学んだことから事前 
にミスを防げるようにしたいと思う。今後は更に自己覚知に努め、自分の特性を
把握し、それを踏まえた私らしい相談援助が出来るようになりたい。 

インターンシッ
プをして気づい
た、実習先の魅
力 
（300字） 

実習を通して、株式会社こころねさんは“家”の雰囲気を大切にしているという 
ことが分かった。ある程度自由が利く“家”のような環境が利用者の方の心の安寧
を保ち、繰り返し来たいという気持ちを起こすのだなと思った。 
また内容もかなり充実しており、同系列の施設２つへの訪問、施設に関連する 

機関(医療機関等)への付き添いなど、最初から最後まで本当にここまでやって頂
いて良いのかと思うものだった。 

社長や職員さんも、優しくて丁寧に指導してくれる方々ばかりだった。利用 
者の方からの信頼が厚く、何でも相談出来るような関係を築いているのだなと
思った。 



写真（1～3点） 

  


